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事務事業名 市民講座開催事業
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要要要要

担当部

直接実施・

運営

100 委託

平成１２年度以前 ～事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

「こまなび」を推進する

2

生涯学習課

社会教育係

22

平成３０年度以降

生涯学習

担当課

5

教育文化

  市その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育のほか各種事業を行い、

住民の教養の向上、情操の純化、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与するため、講

座の充実とレベルアップを図り、より多くの市民の参加促進を行う。

実生活向けには、男の家庭科、料理など、歴史・音楽・文化の学習としては、茶道、能楽観

賞、唱歌・童謡を歌おう、古文書体験など、家庭教育支援として中部大学の先生による親子

のコミュニケーション講座を実施した。

　開催場所：小牧市公民館

　講座数と開催日数：１６講座　延べ８５回開催

　受講料：１回あたり１５０円

　　　　　　　※材料費は実費負担

職員は、市民講座の企画・運営事務。市民講座修了生の育成・相談事務。

助成 0

10

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

社会教育法第２０条、生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画

単位

千円

人

千円
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千円

％
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106

0.12

220

1,104

1,212

32.8

887

0.12

220

1,465

1,835

200

265

1.00

1,835

1,170

1.00

2,917

3,492

0

費用合計

817 687

172

3,692

126.5

受益者負担

費

用

直接経費

正職員

国・県支出金

対前年比

その他財源

2,745

0

一般財源

Ｈ21決算額

職員は、市民講座の企画・運営事務。市民講座修了生の育成・相談事務。

【直接経費の内訳】

講師謝礼 852,000円、消耗品費等 33,358円

◎24年度実施内容

23年度と同様に実施する。

市民講座受講料　１講座１回１５０円

人件費

従事者数

人件費

0.05

（手段）

従事者数

Ｈ23決算額
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財

源

その他職員

886

Ｈ22決算額

0.020.22

120.8

Ｈ24予算額

1,139

0.02

0

361325

0
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405

H21
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績績績績

H22

295

H23

78

85

市民講座開催数

300

成果指標名

参加者数

事業の

達成状況

活動指標名 H22

104105 78

H24H23

355

回

110 71

H21

290

253

人

市民の生涯学習推進のため、幅広い学習の機会を提供し、より多くの市民の参加が

図られている。

405

H24

より多くの市民の学習ニーズを把握するため市民講座受講生へのアンケートのほか

に、市民意識の調査を不定期で実施する。また、幅広い年齢層の受講をめざし、市民

講座を夜間に実施するなど工夫を図る。

年年年年
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実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

より多くの市民の学習ニーズを把握する必要がある。また地域課題解決に向けたきっ

かけとなる講座を開催する必要がある。

市民に対して幅広い学習機会を提供する必要がある。
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改善案等

事業を縮小・
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一次評価のとおり。現状維持
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方方方方

向向向向

性性性性

判定理由

市民に対して幅広い学習機会を提供できなくなる。


